
※ 期間中、展示替えをおこないます。塗りつぶし部分が各作品の展示期間となります。

※ 展示順はカタログの順番とは一致しません。予めご了承ください。

※ 展示スケジュールは、作品の状態、その他やむを得ぬ事情により、変更されることがあります。　　　　　               太田記念美術館

絵師名 作品名 判型 年代
前

期

後

期

① ②
1F 歌川広重 東都名所拾景　深川新地 小判錦絵 文政末～天保初期（1828-30）頃

歌川広重 東都名所　高輪之明月 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東都名所　佃嶋初郭公 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東都名所　真崎暮春之景 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東海道五拾三次之内　日本橋　朝之景 大判錦絵 天保4～6年（1833-35）頃

歌川広重 東海道五拾三次之内　見附　天竜川図 大判錦絵 天保4～6年（1833-35）頃

歌川広重 東都名所　両国橋 中判錦絵 天保元～2年（1830-31）頃

歌川広重 月二拾八景之内　弓張月 大短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 東都八景　永代橋之時雨 中判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 京都名所之内　淀川 大判錦絵 天保5～6年（1834-35）頃

歌川広重 東都八景　洲崎雪之朝 間四つ切判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 木曽海道六拾九次之内　三拾弐　洗馬 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 四季江都名所　夏両国之月 中短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 江戸近郊八景之内　芝浦晴嵐 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 江戸近郊八景之内　羽根田落雁 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 東都名所　御殿山花見　品川全図 大判錦絵3枚続 天保（1830-44）後期頃

歌川広重 東都名所　日本橋之白雨 大判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 風流新形　東都名所　すだの渡し 中短冊判錦絵 天保（1830-44）後期頃

歌川広重 東海道　四十二　五十三次　宮　熱田鳥居 大判錦絵 嘉永4年（1851）

歌川広重 不二三十六景　相模七里か浜風波 中判錦絵 嘉永2～4年（1849-51）

歌川広重 六十余州名所図会　対馬　海岸夕晴 大判錦絵 安政3年（1856）3月

歌川広重 六十余州名所図会　壱岐　志作 大判錦絵 安政3年（1856）3月

2F 歌川広重 五十三次名所図会　四　神奈川　台の茶屋　海上見はらし 大判錦絵 安政2年（1855）7月

歌川広重 五十三次名所図会　四十八　関　参宮道追分 大判錦絵 安政2年（1855）7月

歌川広重 冨士三十六景　駿河薩タ之海上 大判錦絵 安政5年（1858）4月

歌川広重 冨士三十六景　鴻之台とね川 大判錦絵 安政5年（1858）4月

歌川広重 近江八景　石山秋月 大判錦絵 安政4年（1857）3月

歌川広重 名所江戸百景　永代橋佃しま 大判錦絵 安政4年（1857）2月

歌川広重 名所江戸百景　四ツ木通用水引ふね 大判錦絵 安政4年（1857）2月

歌川広重 名所江戸百景　逆井のわたし 大判錦絵 安政4年（1857）2月

歌川広重 名所江戸百景　千束の池袈裟懸松 大判錦絵 安政3年（1856）2月

歌川広重 名所江戸百景　神田紺屋町 大判錦絵 安政4年（1857）11月

歌川広重 名所江戸百景　京橋竹がし 大判錦絵 安政4年（1857）12月

歌川広重 名所江戸百景　深川洲崎十万坪 大判錦絵 安政4年（1857）閏5月

歌川広重 武陽金沢八勝夜景 大判錦絵3枚続 安政4年（1857）7月

歌川広重 阿波鳴門之風景 大判錦絵3枚続 安政4年（1857）4月

歌川広重 雪中芦に鴨 大短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 月に時鳥 中短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 月に兎 団扇絵判錦絵 嘉永2～5年（1849-52）

歌川広重 六玉河之内　武蔵調布 中短冊判錦絵 天保6～7年（1835-36）頃

歌川広重 義経一代記之内　七回　牛若丸竊ニ鬼一法眼カ秘書ヲ見ル 大判錦絵 天保6～7年（1835-36）頃

歌川広重 諸国六玉川　山城井出 大判錦絵 安政4年（1857）11月

歌川広重 嵯峨野の弾正少弼仲国 団扇絵判錦絵 安政3年（1587）正月

歌川広重 東海道五十三図会　丗三　白須賀　風の道　汐見坂風景 大判錦絵 嘉永2～5年(1849-52)

歌川広重 東海道川つくし　はこね谷川之図　温泉湯亭の図 大判錦絵3枚続 嘉永4年（1851）

歌川広重 江戸名所三夕　中洲の夕景 団扇絵判錦絵 弘化3～嘉永3年（1846-50）

二代鳥居清信 新板江戸八景　五　品川の帰帆 細判漆絵 享保10～寛延期（1725-51）頃

鳥居清広 御大名行列品川之風景 31.1×44.3ｃｍ　紅摺絵　 宝暦3～8年（1753-58）頃

北尾重政 浮絵安芸国佐伯郡厳嶋図 大判錦絵 明和～安永期（1764-81）頃

昇亭北寿 新板浮絵両国橋夕景色之図 大判錦絵 寛政10～享和期（1798-1804）頃

葛飾北斎 新板浮絵三囲牛御前両社之図 大判錦絵 文化期（1804-18）頃

葛飾北斎 瀬田の夕照 中判錦絵 文化期（1804-18）頃

岳亭春信（五岳） 『天保山勝景一覧』天保山万船入津の図 大本一帖 天保5年（1834）

溪斎英泉 張交絵　游亀図　他 大判錦絵 天保期（1830-44）

葛飾北斎 冨嶽三十六景　常州牛堀 大判錦絵 文政13～天保2年（1830-31）頃

葛飾北斎 諸国瀧廻り　下野黒髪山きりふりの滝 大判錦絵 天保4年（1833）頃

葛飾北斎 波に千鳥 中判錦絵 天保期（1830-44）

歌川国芳 山海名産尽　伊勢鰒 大判錦絵 天保元～2年（1830-31）頃

歌川国芳 東都富士見三十六景　新大はし橋下の眺望 大判錦絵 天保14年（1833）頃

二代歌川豊国 名勝八景　熱海夕照 大判錦絵 天保4～5年（1833-34）頃

覗き 歌川広重 琉球人来貢図巻 紙本淡彩1巻 文化3年（1806）ヵ

ケース 歌川広重 芝居繁昌之図 細判錦絵3枚続 文政期（1818-30）頃

歌川広重
初代中村芝翫の（茶筅売治郎蔵）庭作出村新兵衛実ハ上総之助広光と三代目坂

東三津五郎の夜そば売玉屋新兵衛実ハ三浦之介義澄
間判錦絵 文政元年（1818）11月

広重ブルー
前期：2024年10月5日(土)～11月4日（月・祝）  後期： 2024年11月9日(土)～12月8日(日)



歌川広重 尾上松録の岩藤 間短冊判錦絵 文政4年(1821)3月

歌川広重 青野ヶ原ニ熊坂手下ヲ集ム 大判錦絵3枚続 文政4年（1821）頃

歌川広重 五郎時宗 　小林義秀 間判錦絵 文政（1818-30）後期頃

歌川広重 玉屋内しら菊 大判錦絵 文政（1818-30）中期頃

歌川広重 今やう弁天つくし　王子滝ノ川 大判錦絵 文政（1818-30）中期頃

歌川広重 東都名所拾景　道灌山 小判錦絵 文政末～天保初期（1828-30）頃

歌川広重 東都名所　佃島 中判錦絵 天保元～2年（1830-31）頃

歌川広重 江戸十橋之内　永代橋 大判錦絵 天保（1830-44）初期

歌川広重 東都八景　両国之夕照 間四つ切判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東都名所　両国之宵月 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東都名所　洲崎雪之初日 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 東都名所　芝浦汐干之図 大判錦絵 天保2年（1831）頃

歌川広重 月二拾八景之内　葉ごしの月 大短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 東海道五拾三次之内　品川　日之出 大判錦絵 天保4～6年（1833-35）頃

1F 歌川広重 東海道五拾三次之内　沼津　黄昏図 大判錦絵 天保4～6年（1833-35）頃

歌川広重 木曽海道六拾九次之内　二拾六　望月 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 京都名所之内  あらし山満花 大判錦絵 天保5～6年（1834-35）頃

歌川広重 四季江都名所　冬隅田川之雪 中短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 江戸近郊八景之内　玉川秋月 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 江戸近郊八景之内　小金井橋夕照 大判錦絵 天保7～8年（1836-37）頃

歌川広重 東都名所　隅田川全図雪中景 大判錦絵3枚続 天保（1830-44）後期頃

歌川広重 東都名所　日本橋雪中 大判錦絵 天保（1830-44）後期頃

歌川広重 東都名所　日本橋雪中之景 中短冊判錦絵 天保（1830-44）後期頃

歌川広重 東海道　五十一　五十三次　水口　平松山美松 大判錦絵 嘉永4年（1851）

歌川広重 不二三十六景　信濃諏訪湖 中判錦絵 嘉永2～4年（1849-51）

歌川広重 六十余州名所図会　阿波　鳴門の風波 大判錦絵 安政2年（1855）9月

歌川広重 六十余州名所図会　伊予　西条 大判錦絵 安政2年（1855）9月

歌川広重 五十三次名所図会　五　吉原　不二の沼　浮嶋が原 大判錦絵 安政2年（1855）7月

歌川広重 五十三次名所図会　丗五　吉田　豊川大はし 大判錦絵 安政2年（1855）7月

歌川広重 冨士三十六景　武蔵小金井 大判錦絵 安政5年（1858）4月

歌川広重 冨士三十六景　伊勢二見か浦 大判錦絵 安政5年（1858）5月

歌川広重 近江八景　唐崎夜雨 大判錦絵 安政4年（1857）3月

歌川広重 木曽路之山川 大判錦絵3枚続 安政4年（1857）8月

歌川広重 名所江戸百景　日本橋雪晴 大判錦絵 安政3年（1856）5月

歌川広重 名所江戸百景　墨田河橋場の渡かわら竈 大判錦絵 安政4年（1857）4月

歌川広重 名所江戸百景　王子不動之瀧 大判錦絵 安政4年（1857）9月

歌川広重 名所江戸百景　南品川鮫洲海岸 大判錦絵 安政4年（1857）2月

2F 歌川広重 名所江戸百景　浅草川首尾の松御厩河岸 大判錦絵 安政4年（1857）8月

歌川広重 名所江戸百景　京橋竹がし 大判錦絵 安政4年（1857）12月

歌川広重 名所江戸百景　猿わか町よるの景 大判錦絵 安政3年（1856）9月

歌川広重 名所江戸百景　深川木場 大判錦絵 安政3年（1856）8月

歌川広重 燕子花に白鷺 大短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 芦に鴨 中短冊判錦絵 天保3～6年（1832-35）頃

歌川広重 鮎 大判錦絵 天保11年（1840）頃

歌川広重 六玉河之内　陸奥野田 中短冊判錦絵 天保6～7年（1835-36）頃

歌川広重 義経一代記之内（十五回）義経智略一の谷鵯越逆落し 大判錦絵 天保6～7年（1835-36）頃

歌川広重 諸国六玉川　拙津擣衣 大判錦絵 安政4年（1857）11月

歌川広重 上野不忍の池雪の景 大判錦絵3枚続 弘化3～嘉永元年（1846-48）

歌川広重 東海道五十三図会　二十　府中　名産安部茶 大判錦絵 嘉永2～5年(1849-52)

歌川広重 江戸八景　真乳山ノ秋月 団扇絵判錦絵 弘化元～3年（1844-46）

歌川広重 利根川欠真間蛎灰竈場之図 団扇絵判錦絵 安政期（1854-60）頃

二代鳥居清信 新板江戸八景　四　隅田川の落雁 細判漆絵 享保10～寛延期（1725-51）頃

石川豊信 新田三幅対 細判紅摺絵3枚続 延享～宝暦期（1744-64）頃

歌川豊春 浮絵中秋之景月見図 大判錦絵 明和6～7年（1769-70）頃

昇亭北寿 東都浅草川山谷堀入口向牛島之景 大判錦絵 文化元～6年（1804-09）頃

葛飾北斎 新板浮絵日本橋肴市繁昌之図 大判錦絵 文化期（1804-18）頃

葛飾北斎 唐崎の夜雨 中判錦絵 文化期（1804-18）頃

岳亭春信（五岳） 『天保山勝景一覧』　天保山末広橋月夜の図 大本一帖 天保5年（1834）

溪斎英泉 張交絵　牡丹に小禽　他 大判錦絵 天保～弘化期（1830-48）頃

葛飾北斎 冨嶽三十六景　相州梅沢左 大判錦絵 文政13～天保2年（1830-31）頃

葛飾北斎 諸国瀧廻り　東都葵ヶ岡の滝 大判錦絵 天保4年（1833）頃

葛飾北斎 勝景奇覧　木曽摺針峠 団扇絵判錦絵 天保5～13年（1834-42）

葛飾北斎 月下の山水 中判錦絵 天保期（1830-44）

歌川国芳 山海名産尽　大和奈良さらし 大判錦絵 天保元～2年（1830-31）頃

歌川国芳 東都名所　てつぽふづ 大判錦絵 天保3～4年（1832-33）頃

歌川貞秀 長崎丸山之図 団扇絵判錦絵 天保期（1830-44）頃

覗き 歌川広重 琉球人来貢図巻 紙本淡彩1巻 文化3年（1806）ヵ

ケース 歌川広重 鳥兜と鞨鼓 色紙判摺物 文政2年（1819）頃

歌川広重 初代中村大吉の清盛の乳人八条局と初代中村芝翫の安芸守平清盛 間判錦絵 文政元年（1818）11月

歌川広重 見立座敷狂言　三枚続 大判錦絵3枚続 文政（1818-30）中期

歌川広重 巴御前 間判錦絵 文政（1818-30）後期頃

歌川広重 極彩色今様うつしゑ 間判錦絵 文政（1818-30）後期頃

歌川広重 今様弁天つくし　竹生嶋 大判錦絵 文政（1818-30）中期頃


